
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
図
4
l
4
1
）
。

都
市
づ
く
り

●
進
む
基
幹
事
業

　
戦
前
に
お
け
る
市
の
中
心
地
は
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
で
あ
っ

た
が
、
戦
後
は
郊
外
部
の
急
膨
張
を
背
景
と
し
た
横
浜
駅
西
口
の
発

展
に
よ
っ
て
中
心
地
が
二
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
有
機

的
に
一
体
化
し
商
業
業
務
機
能
を
育
成
し
、
大
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

都
心
部
の
形
成
と
雇
用
吸
集
力
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
同

時
に
、
基
幹
的
都
市
施
設
整
備
の
遅
れ
を
と
旦
戻
し
、
首
都
圏
に
お

け
る
核
都
市
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
構
造
に
つ
く
り
か
え

る
た
め
、
い
く
つ
か
の
基
幹
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
横
浜
市
が

現
在
進
め
て
い
る
主
要
な
事
業
は
、
都
心
部
強
化
事
業
、
金
沢
地
先

埋
立
事
業
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
業
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
建
設

事
業
、
高
速
道
路
網
建
設
事
業
、
主
要
街
路
事
業
、
高
速
鉄
道
事
業
、

京
浜
工
業
地
帯
再
整
備
な
ど
が
あ
る
（
図
４
－
4
2
）
。

　
都
心
部
強
化
事
業
は
、
横
浜
駅
西
口
・
東
口
、
三
菱
ド
ッ
ク
、
新

港
ふ
頭
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
、
本
牧
接
収
地
な
ど
の
地
域
を

1
2
2
　
横
浜
の
都
市
構
造

対
象
と
し
、
中
枢
管
理
機
能
の
強
化
、
都
心
商
業
核
の
強
化
、
都
心

部
に
お
け
る
一
般
交
通
と
物
流
交
通
の
分
離
、
歩
行
者
空
間
の
拡
大
、

公
園
・
緑
地
の
整
備
な
ど
活
力
と
魅
力
を
も
っ
た
都
市
空
間
の
創
出

を
目
標
と
し
て
い
る
。
五
三
年
九
月
に
は
大
通
り
公
園
が
完
成
し
多

く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
広
い
地
域
に
お
け
る

多
様
な
目
的
を
も
っ
た
事
業
で
あ
る
の
で
、
市
自
ら
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
民
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適
切
な
活
用
な
ど
多
角
的
な
事

業
方
式
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
金
沢
地
先
埋
立
事
業
は
、
六
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
面
を
埋
立
て
、

住
宅
地
に
混
在
し
て
い
る
公
害
工
場
や
都
心
部
形
成
に
障
害
と
な
っ

て
い
る
工
場
を
移
転
す
る
た
め
の
都
市
再
開
発
用
地
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
良
好
な
環
境
の
住
宅
団
地
や
海
の
公
園
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
一
号
地
か
ら
三
号
地
ま
で
全
て
の
埋
立
が
終
り
、
一
・
二

号
地
の
付
帯
工
事
も
完
了
し
た
。
海
の
公
園
に
つ
い
て
は
五
三
年
か

ら
浜
部
の
埋
立
工
事
に
着
手
し
、
五
六
年
ま
で
に
造
成
を
完
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
業
は
、
港
北
区
と
緑
区
に
ま
た
が
る

面
積
約
二
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
人
口
三
〇
万
人
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
建
設
事
業
で
あ
り
基
本
的
に
は
横
浜
に
就
業
の
場
所
を
求
め
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市
民
生
活
と
市
攻



る
人
々
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
昭
和

三
〇
年
代
後
半
に
東
京
へ
集
中
す
る
幹
線
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
な

か
で
、
す
で
に
乱
開
発
が
始
ま
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
大
規
模

な
ス
プ
ロ
ー
ル
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
都
市
農
業
の
確
立
、
住
民
の
計
画
へ
の
参
加
、
開
発
利
益

の
市
民
へ
の
還
元
、
公
共
公
益
施
設
が
整
備
さ
れ
た
良
好
な
住
環
境

を
つ
く
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
計
画
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を

へ
て
四
八
年
十
二
月

に
基
本
計
画
が
決
定

し
た
。
事
業
は
日
本

住
宅
公
団
の
土
地
区

画
整
理
事
業
。
市
の

関
連
公
共
事
業
、
農

業
専
用
地
区
の
土
地

改
良
事
業
、
そ
の
他

民
間
事
業
か
ら
な
り

た
っ
て
い
る
。
公
団

の
造
成
工
事
は
約
五

…
一
　
横
浜
の
都
市
構
造

港北ニュータウン・せせらぎ公園（第２地区）

○
％
の
面
積
に
わ
た
っ
て
着
手
さ
れ
て
い
る
。

　
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
横
浜
港
を
横
断
し
て
大
黒
ふ
頭
と
本
牧
ふ
頭

を
結
ぶ
全
長
八
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
世
界
一
の
ス
パ
ン
を
も
つ
斜
張
橋

と
し
て
横
浜
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
市

で
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
京
湾
岸
道
路
と
同
じ
ル
ー

ト
に
な
る
の
で
事
業
は
建
設
省
（
湾
岸
道
路
の
平
面
街
路
部
分
）
と

ベイブリッジ（完成予想図）

首
都
高
速
道
路
公
団

（
同
高
速
部
分
）
で

進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
市
内

中
心
部
を
通
っ
て
い

る
各
ふ
頭
か
ら
の
物

流
交
通
や
通
過
交
通

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

の
役
割
を
は
た
し
、

港
湾
機
能
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
も
の

と
し
て
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

湾
岸
道
路
は
ベ
イ
ブ



7
2
5
　
市
民
生
活
と
市
政

リ
ッ
ジ
を
含
め
て
、
川
崎
市
境
か
ら
金
沢
埋
立
地
ま
で
、
五
二
年
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
首
都
高
速
道

路
公
団
の
事
業
が
先
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
が

近
く
着
工
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
の
自
動
車
交
通
は
一
般
的
に
補
助
幹
線
街
路
、
幹
線
街
路
、

高
速
道
路
と
い
う
機
能
的
に
体
系
化
さ
れ
た
道
路
シ
ス
テ
ム
で
処
理

す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
高
速

道
路
網
建
設
事
業
は
、

横
羽
線
一
期
、
二
期

（
東
神
奈
川
二
丁
目

～
本
牧
ふ
頭
間
）
市

高
速
一
号
線
（
三
ツ

沢
線
）
、
二
号
線
（
中

央
線
）
、
三
号
線
（
磯

子
線
）
、
保
土
ヶ
谷
バ

イ
パ
ス
、
南
横
浜
バ

イ
パ
ス
、
東
京
湾
岸

道
路
な
ど
が
あ
る
。

横
羽
線
一
期
と
二
期

街路（三ツ沢・鳥山線）

の
一
部
、
市
高
速
一
号
線
、
保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
す
で

に
完
成
し
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。
横
羽
線
二
期
の
残
り
の
部
分
、

市
高
速
二
号
線
、
南
横
浜
バ
イ
パ
ス
は
現
在
工
事
中
で
あ
る
。

　
本
市
域
内
で
は
、
通
過
交
通
を
処
理
す
る
東
京
指
向
の
道
路
が
先

行
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
た
め
、
市
内
部
の
放
射
状
、
環
状
の
街
路

整
備
は
著
し
く
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
そ
の
遅
れ
を
と
り

戻
す
た
め
に
、
環
状
二
、
三
号
線
、
鎌
倉
街
道
、
山
下
・
長
津
田
線

な
ど
の
整
備
に
全
力
を
注
ぎ
、
と
く
に
環
状
二
号
線
（
六
車
線
）
に

つ
い
て
は
六
五
年
を
目
標
に
そ
の
完
成
を
急
い
で
い
る
。

　
高
速
鉄
道
建
設
事
業
は
、
既
存
め
鉄
道
輸
送
力
不
足
の
解
消
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
へ
の
対
応
、
郊
外
部
と
都
心

部
の
直
結
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
昭
和
四
一
年
に
基
本
計
画
が

決
定
さ
れ
た
。
事
業
計
画
と
し
て
は
、
一
号
線
（
湘
南
台
上
戸
塚
－

上
大
岡
－
関
内
）
、
二
号
線
（
屏
風
ケ
浦
－
神
奈
川
新
町
）
、
三
号

線
（
本
牧
－
山
下
町
－
関
内
－
横
浜
－
新
横
浜
－
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ー
元
石
川
付
近
）
、
四
号
線
（
鶴
見
-
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
が

あ
る
。
一
号
線
の
上
永
谷
－
関
内
、
三
号
線
の
関
内
－
横
浜
に
つ
い

て
は
、
五
一
年
九
月
に
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。
一
号
線
の
上
永
谷
、

戸
塚
間
に
つ
い
て
は
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
三
号
線
の
横
浜
―
新

横
浜
に
つ
い
て
は
事
業
免
許
を
取
得
し
て
あ
る
の
で
、
五
四
年
度
中



に
着
工
の
予
定
で
あ
る
。
三
号
線
の
山
下
、
関
内
間
に
つ
い
て
は
、

交
通
対
策
で
問
題
が
生
じ
た
が
、
道
路
整
備
の
進
行
と
調
整
を
と
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
二
号
線
、
四
号
線
は
、

計
画
策
定
後
の
社
会
状
況
の
変
化
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
慎
重
に
検

討
し
て
行
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
‘

　
京
浜
工
業
地
帯
再
整
備
は
、
公
害
や
大
災
害
に
対
処
す
る
た
め
工

場
を
市
内
の
他
の
適
地
へ
移
し
跡
地
を
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
し
た

り
都
市
型
産
業
を
立
地
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
都

市
環
境
や
都
市
の
活
力
の
維
持
向
上
を
同
時
に
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
日
本
鋼
管
の
扇
島
移
転
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
跡
地
の

一
部
を
ス
ポ
ー
ツ
施
設
用
地
と
し
て
市
民
利
用
が
検
討
さ
れ
る
な
ど

地
域
の
環
境
整
備
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

●
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
総
合
調
整

　
街
づ
く
り
は
自
治
体
や
公
的
事
業
主
体
が
行
う
事
業
だ
け
で
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
民
間
（
企
業
、
個
人
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

形
成
の
重
要
な
源
で
あ
る
。
民
間
の
手
で
行
わ
れ
る
都
市
開
発
は
都

市
の
姿
や
機
能
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し

た
民
間
の
事
業
が
、
街
づ
く
り
や
都
市
の
骨
格
づ
く
り
に
有
効
に
作

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
た
め
に
は
、
民
間
の
事
業
に
つ
い

1
2
6
　
横
浜
の
都
市
構
造

て
も
、
市
の
都
市
計
画
や
街
づ
く
り
構
想
の
基
本
的
方
向
に
沿
っ
た

形
で
、
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
さ
き
に
述
べ
た
本
市
の
都
市
づ
く
り
に
か
か
わ
る
基
幹
事
業
は
、

一
つ
一
つ
の
事
業
と
し
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
資
金
の
確
保
、

用
地
の
取
得
、
地
域
住
民
や
企
業
の
協
力
を
得
る
こ
と
な
ど
難
し
い

条
件
を
か
か
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
幹
事

業
間
の
相
互
の
有
機
的
関
連
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
市
の
内
部
の
執
行
部
局
を
中
心
と
し
て
、
国
や
県
、

民
間
企
業
等
と
も
密
接
に
連
絡
、
調
整
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
横
浜
の
都
市
の
骨
格
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
う
え
に
は
、

首
都
圏
の
中
で
の
横
浜
の
位
置
付
け
を
考
え
、
東
京
湾
を
か
こ
む
南

関
東
の
都
県
市
と
も
連
携
し
つ
つ
、
交
通
体
系
の
整
備
や
、
東
京
に

集
積
し
す
ぎ
て
い
る
業
務
、
中
枢
管
理
機
能
の
分
散
を
は
か
っ
て
、

そ
れ
ら
機
能
を
相
互
に
関
連
さ
せ
て
、
特
色
あ
る
配
置
を
行
い
、
首

都
圏
の
中
に
お
け
る
主
体
的
、
自
立
的
な
都
市
を
め
ざ
し
て
行
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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